
　理化学研究所バイオリソース研究センター微生物材料
開発室（RIKEN BRC-JCM，以下JCM）では，“生きてい
る微生物株”（カルチャー）の収集・保存・提供を行って
います．好気性細菌，嫌気性細菌，放線菌，アーキア，
糸状菌，酵母，酵母様藻類などを合わせた公開株数は 
20,823株，このうち糸状菌は3,037株，酵母類は2,937株で
す（2025年5月末現在）．
　上図は，JCMが保有する子嚢菌酵母Saturnispora 
zaruensis  JCM 1515株の電子顕微鏡画像です．YMブロ
ス培地中，23℃で4日培養したカルチャーで，多極出芽

している様子が観察されます．S. zaruensis  JCM 1515株
は，1965年に笊（ざる）ヶ岳（山梨県側）のコナラの
樹液から分離されたそうで (Nakase & Komagata 1966 J. 
Gen. Appl. Microbiol. )，本種は樹液酵母の1種と考えら
れます．筆者もコナラの樹液からSaturnispora属の酵母
を分離したことはありますが，まだS. zaruensisには出会
えていません．いつの日かJCM 1515株の故郷を訪ね，S. 
zaruensisの再分離に挑戦してみたいものです．

遠藤力也（理化学研究所バイオリソース研究センター）

コナラの樹液から分離された Saturnispora zaruensis JCM 1515T
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会長就任のごあいさつ
玉井 裕

　　　　　（一般社団法人日本菌学会 会長）

　このたび，日本菌学会会長を拝命いたしました玉井で
ございます．身に余る光栄とともに，その重責を痛感し
ております．ここに謹んで就任のご挨拶を申し上げます．
　来る 2026 年に日本菌学会は創立 70 周年という大きな
節目を迎えます．これまで多くの先人の努力と会員の皆
様の熱意に支えられ，菌学の研究と交流の場として発展
を遂げてきました．この歴史を胸に，私も微力ながら学
会のさらなる発展に尽力してまいります．
　菌類は地球上で最も多様性に富む生物群であり，生態
系の物質循環における重要な役割を果たすのみならず，
農業・環境保全・医療・産業応用においても欠かせない
存在です．近年の分子生物学やゲノム解析の進展により，
菌類の未知なる機能や可能性が次々に明らかになり，菌
学の重要性はますます高まっています．
　今後は，創立 70 周年を契機として，学際的な研究交
流を一層促進し，若手研究者の育成支援を強化するとと
もに，多様な分野の融合を推進していきたいと考えてい
ます．また，研究成果の国内外への発信を積極的に行い，
菌学の魅力と価値をより広く社会に伝えていくことも重
要な使命と捉えています．

　会員の皆様には，これまで以上に学会活動への積極的
なご参加とご協力をお願い申し上げます．皆様と共に日
本菌学会の未来を切り拓き，学術的な発展と社会貢献を
両立させる学会を目指してまいります．
　結びに，会員の皆様のますますのご活躍とご健康を心
より祈念し，就任のご挨拶といたします．

E-mail: ytamai@agr.hokudai.ac.jp（玉井　裕）
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菌学会からのお知らせ
日本菌学会写真プロジェクトに応募しましょう

細矢 剛
　　　　　（国立科学博物館 植物研究部）

　日本菌学会ではオープンサイエンスの実現に向けて，
いわゆる FAIR 原則 (https://biosciencedbc.jp/about-us/
report/fair-principle/) に則った活動を展開しています．
その一層の推進に向けて，このたび，公益財団法人発酵
研究所より，500 万円の資金を獲得し，その一部を使っ
て「学会員による教育的資源の収集と共有」を実施して
います．
　本事業の目的は，「きのこやカビなど，教育的な視点
で価値があると考えられる画像や動画（代表的なカビや
きのこの画像，菌根や付着器，遊走子の写真など，実物
の写真，分離や実験操作の動画，など）を学会員からの
提供をもとに収集し，ホームページから公開・共有する」
というものです．
　これまで，菌類に関して教育現場で利用できる画像や
動画データは，大学などにおける専門教育の場ばかりで
なく，小・中・高の学校教育現場においても限られてい
ました．本課題は，学会員の協力を得て，教育で活用で
きるような写真・動画（きのこの写真ばかりでなく，菌糸，
コロニー，菌根，微細構造，採集・分離方法など，研究
活動や形態などをイメージできるもの）を使いやすく整
理し，オープンなライセンス（CC-BY-NC 相当）のも
とにホームページから公開し，教育・研修現場などで利
用してもらうことを目的としています．これは，著作
権者を引用すれば，商業利用以外に自由に使用できるこ
とを許可する記号です（商業利用の場合は，別途許諾が
必要となります．詳しくは https://creativecommons.jp/
licenses/ 参照）．これによって，教科書に出ているよう
な専門用語を実物で見ることが身近になり，菌学の普及
と後進の育成に大きく貢献することを期待しています．
　以下に募集の詳細を記しますので，奮ってご参加く
ださい．なお，写真収集サイトの使い方を，日本菌
学会の Youtube チャンネルの動画（https://youtu.be/
Iu2adLneHrY）で示しています．合わせて御覧ください．

1．まず，以下の Google form による写真収集サイト
（https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdD-L-

IJsjRpahqsYJ2WnBm5C4hx1dCia3dYlHkx6olXi1ZlA/
viewform）にアクセスしてください．

2．現在のところ，次の 4 つのテーマを設定しています（上
記のフォームの中にあるアンケート結果により，さら
にテーマを増やす予定です）.

T1. 目で見る菌学用語集［菌学用語集にでてくる単語
の実例を示す写真］（例：厚壁胞子，坦子器，子嚢，
クランプコネクション，遊走子 , etc.）

T2. 菌類の全分類群の多様性（全目・全科の写真）［全
菌類にわたり，すべての目・科の写真を集めます］

（例：アカキクラゲ目の代表 Dacrymyces stillatus, 
etc.）

T3. 多様な菌類の生活　［いろいろな環境（ハビタッ
ト）で生活している菌類の写真］              （例：マ
ツ林とマツタケ；イネいもち病 , etc.）

T4. 日本菌類百選［「日本菌類百選」https://www.
mycology-jp.org/html/top100.html で紹介されてい
る菌類の写真］（例：タマゴタケ，イボテングタケ，
ツチグリ , etc.）

3．次の要領で，写真をアップしてください．わかりや
すいように Youtube チャンネルに使用法の動画をアッ
プしました（https://youtu.be/Iu2adLneHrY）ので，
御覧ください．

1） 最初に示されるのは本事業の説明です．よく読ん
でいただければと思います．そのまま下にスクロー
ルすると，応募規約がでてきますので同意してく
ださい（同意しないと先に進めません）．

2） 次に出てくるのが応募者のお名前を記入する欄で
す．

3） 次に，問い合わせなどに使う連絡先のメールアド
レスを記入してください．このメールアドレスは
間違いがないように 2 回同じものを入れてくださ
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い．
4） 次に出てくるのはアンケートです．今後募集して

ほしいようなテーマがあれば，ここに入れてくだ
さい．また，今後動画も募集しようと考えています．
それが提供される可能性があれば合わせてお願い
します．

5） 「次へ」を押すと，いよいよ投稿のフォームが出
てきます．前掲のテーマの中から適当なものを選
んで，写真のタイトルを入力してください．また，
撮影年月日，撮影場所（わからなければ空欄も可）
も入れてください．

6） 次に検索に便利なようにキーワードの入力をお願
いします．キーワードごとに改行すると，5 個まで
入力できます．

7） その次に出てくるのが写真の説明（200 字以内）で
す．学名や和名，成長段階などを入れていただけ
ると良いと思います．

8） その他の情報は，撮影機材や撮影の方法などです
（空欄可）．

9） 最後に本写真が採択された場合の著作権関係の許
諾についての質問に答えてください．3 つの選択肢
があり，それぞれの説明が下に出てきます．

10） いよいよ写真のデータをアップロードします．
ファイルはドラッグ・アンド・ドロップあるいは
ファイルを選択することによって，アップロード
できます．

11） 次に，さらに写真を追加するかを選択します（1
回に 10 枚までアップできます）．2 枚以上連続して
アップする場合は，上の 5）からの動作の繰り返し
になります．

12） 追加がなければ，「次へ」を押し，送信ボタンを
押して（ボタンを押すのを忘れないで押してくだ
さい！）終了です．

4．アップされた写真は，筆者の他，白水貴 , 中島淳志 , 
出川洋介，橋本陽，種山裕一の各氏からなる委員会で
採否を判断し，菌学会のホームページから公開します．

本事業についてのご意見・お問い合わせは，細矢
（hosoya(at)kahaku.go.jp (at) を @ に変えてください）ま
でお願いします．
　皆様のご協力をお待ちしております．

E-mail: hosoya@kahaku.go.jp（細矢　剛）
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　この 2021 年度～ 2024 年度の 2 期にわたる会長任期を
終えることになりました．退任にあたって，この 4 年間
を振り返りたく思います．
　着任した 2021 年度は，コロナ禍真っ只中でした．そ
のため，学会活動をいかに維持するか，が大きな課題と
なりました．対面での会合が制限されていたため，リモー
ト環境を整備し活用することを考えました．リモート会
議システムの Zoom が使用できるように整備し，従来
の理事会に加え，リモートの形で理事が会合を行う「理
事打ち合わせ」をほぼ毎月おこない，コミュニケーショ
ンの維持に努めました．また，時流に合わせ，クラウド
での作業や，資料の保存・共有をスムーズに行うため，

「BOX」というクラウドストレージを導入しました．こ
のシステムの導入は，散逸しがちな資料を集中的に扱う
ことができるため，デジタル化した資料の維持・管理に
は非常に便利なものと思います．今後の活用が期待され
ます．
　2020 年度には，前年度から準備を進めていた大会が
中止となり，翌 2021 年度も引き続き大会開催を引き受
けてくださった大阪市博を中心に，田中千尋前会長を委
員長として，菌学会史上初めて大会がリモートで行われ
ました．しかも，ほぼすべてを手弁当で賄ない，何もか
も初めてという対応が迫られたたことから，担当をされ
た国内集会理事や，現地の委員の方は本当に大変だった
と思います．しかし，理事の皆様の献身的な努力によっ
て，電子ポスターの事前視聴，ディスカッションを中心
とした当日のライブ発表など，従来とは変わった非常に
よい大会ができたと思います．
　続く 2022 年度もコロナ禍において，引き続きオンラ
インで大会が開催されましたが，前年の経験を活かし
て，外注や，急速に進展したクラウドベースのオンライ
ンインフラもうまく使いながらよい大会となったと思い
ます．この方法（「大阪モデル」とでもいいましょうか）
は，今後もいろいろなところで応用ができるものと思い
ます．
　リモート環境は，国際集会の開催上も有利に働きまし
た．2021 年度，2022 年度の 2 回，リモートを活用し旅

費が不要という点を活かして，若手からの提案に基づく
「サテライトシンポ」を企画しました．これは，提案者
を主体として国際集会の運営を任せるという企画です．
海外経験がある若手を中心に提案があり，興味深いテー
マによるシンポジウムができたと思います．
　菌類観察会（フォーレ）は 2020 年度・2021 年度と中
止となっていましたが，ようやく 2022 年度，八王子に
おいて都立大の協力を得て，日帰りの形で開催すること
ができました．日帰りとはいえ，非学会員の方にも参加
できるように配慮したのは特筆すべきことでした．
　2021 年度，学会にとってもう一つあった非常に大き
な変化は，学会誌の印刷が Elsevier から勝美印刷に変
わったことです．国際的な出版社から国内の出版社に変
わったことは日本語でコミュニケーションができるとい
う大きなメリットがあり，J-Stage から全論文が無償で
オープンアクセス公開されるようになったという点も大
きな前進ではありましたが，その一方で，国際的な知名
度が低下するリスクがありました．しかも Elsevier 社か
らは当初 Mycoscience の過去の論文を公開する権利が菌
学会に移譲されなかったことから，論文の公開の点でも
非常に大きなマイナスを背負うこととなりました．しか
し，幸いなことに交渉の結果，Elsevier 社からは過去の
論文について無償譲渡を受けることができ，科研費を有
効活用してメタデータなどの書式を合わせ，J-Stage か
ら公開することができるようになりました．その効果も
あってか，Impact factor が上昇し，運営も徐々に軌道に
乗ってまいりました．さらに，国際的な文献データベー
ス PubMed Central (PMC) への収載にも成功し，国際
的な知名度向上によい一歩を踏み出すことができまし
た．困難な時期に編集委員長を担当された玉井編集長に
はこの場を借りて厚く御礼いたします．
　2023 年度，何人かの理事が入れ替わり，新しい体制
のもとに，会長としての２期目がスタートしました．世
間は相変わらずのコロナ禍ではありましたが，徐々に「コ
ロナ慣れ」したためか，ハイブリッド集会も普通に行わ
れるようになりました．コロナは５月にインフルエンザ
と同じ「５類」となり，ワクチンの普及とともに，危険

会長退任にあたって
細矢 剛

　　　　　（国立科学博物館 植物研究部）
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性の認識についても変わってきました．この期の大きな
課題は，大会，フォーレの開催と Mycoscience の安定的
な運営でした．体制としては前の期を引きつぎ，理事打
ち合わせ会をリモートでほぼ毎月行いました．なお，前
期も含めて組織としての意思決定は，適宜メール理事会
を開催することによって行いました．定款・規程に記さ
れた意思決定には理事会の決議が必要なためです．
　2023 年度の熊本大会では前年度の大阪モデルを活か
し，対面の良いところも活かしたハイブリッド型の集会
が企画され，成功裏に終えることができました．ただ，
表立っては懇親会の開催が憚られるような状況ではあり
ました．
　2024 年度の大会は，八戸において開催され，対面を
中心としつつ，部分的なライブ配信も導入する形で行わ
れました．「やはり対面がいい」，「懇親会ができて良かっ
た」という声もあちこちから聞かれました．
　国際集会にも活気が戻りました．すでに 2021 年 10 月
には，韓国の KSM (Korean Society of Mycology) とは
合同シンポを韓国で開催し，日本菌学会からも複数演
者の招待がありました．2024 年 6 月にはカナダのトロ
ントで開催された米国の MSA (Mycological Society of 
America) の大会に菌学会から 2 名を派遣し，合同セッ
ションが行われました．これらの経緯の延長で 2025 年
5 月には両国との国際シンポジウムが千葉大会と連続で
開催される予定です．
　2023 年度のフォーレは，久しぶりに秋田県の乳頭温
泉郷で宿泊を伴う形で，2024 年度には奈良県の近畿大
学で日帰りの形でそれぞれ開催されました．後者の会で
は，カメラやポータブルのモニタなどが導入され，観察
すべきところを具体的に示し，複数の人が共有するとい
う試みが初めて行われました．新しい機器の導入は，教
育上も有効に活用できるポテンシャルをもっています．
今後の継続的な活用が望まれます．
　Mycoscience の運営では，ページ制限を緩和するこ
とによって，投稿者の呼び込みを図りました．また，
J-Stage data と提携することによって，同誌にデータペー
パーとしての機能を付与することを図りました．このシ
ステムはまだ本誌では本格的に稼動していませんが，今
後活用されることによって，貴重な菌類についての科学
データが維持・再利用され，活用されることを期待しま
す．また，科研費の活用によって，バックナンバーの
PDF 公開も順調に進められており，すでに 1992 年以降
の日本菌学会会報の論文，2001 年から Mycoscience が
公開されています．

　また，2024 年度には，財団法人発酵研究所から，500
万円にも及ぶ助成金を得ることができました．この資金
は，学会内の研究・教育・普及活動に役立てるべく，複
数のプロジェクトが実施されています．
　私が経験した 4 年間のうち，最初の 2 年間は対面での
大会が実施されないという前代未聞の事態でしたが，こ
の文章を書いている 2025 年 4 月現在には，再び活性が
戻ってきている印象があります．しかし，ここでの活性
はコロナ禍前と質的に異なるものです．いままで学会の
活動拠点だった大学の役割も変容してきました．また，
円安，物価高騰など経済的な環境も変わってきています．
コロナ禍がもたらした新たなテクノロジーや習慣などを
前提に，今後も日本菌学会が成長し，集いと議論，次世
代の育成のために発展することを祈念します．また，こ
の 4 年間大過なく過ごすことができたのは理事・評議員
はじめとする会員の皆様のサポートのおかげであると思
います．会員の皆様にも心より御礼を申し上げ，退任の
挨拶に替えさせていただきます．

E-mail: hosoya@kahaku.go.jp（細矢　剛）
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ABS の現場から―芽依と悠翔の実践記―　その 1
寺嶋芳江

　　　　　（静岡大学 /ABS 対応サポートセンター）

【この “ものがたり” 掲載の趣旨】
　生物多様性条約の発効（1993 年）と名古屋議定書の
発効（2017 年）を受け，海外から日本へ研究サンプル
を持ち込む際に ABS の手続きが必要なことは徐々に周
知されてきました．しかし，ABS 対応は国によって異
なり，実際にどのような手続きをとればよいかはよくわ
からない状態です．そこで，実際に ABS 手続きを経て
日本へ輸入した事例をもとに，ABS 手続きの流れ，国
内法の遵守などへの対応を理解していただけるよう，も
のがたりを作成しました．今回は，微生物同定のために
スロベニアから土壌を輸入する話です．
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　春の終わり，東京都内にある「ABS 支援センター」．
住宅街の一角にあるこぢんまりとした事務所で，真弓芽
依（まゆみ めい）は静かに一通のメールに目を通して
いた．芽依は 60 歳を迎えたばかり．元は国立大学で教
鞭をとっていたが，退職後も生物多様性条約と名古屋議
定書に基づく ABS（アクセスと利益配分）関連の知識
と経験を活かし，遺伝資源の輸出入をめぐる支援業務を
続けている．
　芽依の車椅子のキャスターがわずかに音を立て，隣の
机に座る青年に向き直る．

「悠翔（ゆうと），ちょっと手伝って．新しい案件が来た
わよ」
　芽依の甥である指谷悠翔（さしや ゆうと）は，ラフ
なパーカー姿でノート PC の前にいたが，すぐに画面か

ら目を離した．20 代半ば，学校の勉強には関心を持た
なかったが，社会の実務や法律，経済のしくみに興味を
持ち，芽依の仕事をサポートするようになって 2 年目に
なる．

「今度はどんな話？」
「〇〇大学の A 先生から，スロベニアの大学から加工済
み土壌を輸入したいという依頼．共同研究で微生物を調
べるらしいの．だけどね・・・，この手の話は一筋縄で
はいかないのよ」
　悠翔は少し眉を上げる．

「土壌って，植物防疫法の輸入禁止品じゃなかったっけ？
乾燥してもアウトの場合があるって・・・，前に言って
たね」

「そう．そしてもうひとつ．スロベニアは名古屋議定書
の締約国ではないけれど，EU の一員だから ABS の規
制がかかるの．私たちがやるべきことは，EU 規制とス
ロベニア独自の法令があるかの確認と，日本側の防疫対
応．二重の調整が必要になるわ」
　芽依は画面を悠翔に見せた．依頼内容は，微生物群を
同定するために特定地域の土壌を日本に送付したい，と
いうもので，すでに大学間で共同研究契約は結ばれてい
た．だが，ABS の確認と日本の防疫法への適合が済ん
でおらず，その実務を支援してほしいという依頼だった．

「じゃあ，まずは ABS クリアリングハウス *1 でスロベニ
アの NFP と EU 規則を確認するか」
　 悠 翔 は す ば や く ブ ラ ウ ザ を 立 ち 上 げ，ABS ク リ
アリングハウスを検索．スロベニアのナショナル・
フォーカルポイント（NFP）*2 情報と，EU 規則 (EU) 
No.511/2014，実施規則 2015/1866，ガイダンス 2016/C 
313/01 を読み込んだ．

「EU の規則によると，研究助成を受けているプロジェ
クトには，Due diligence（適正な注意義務）を果たす必
要があるらしい．つまり，ちゃんと合法に取得してるっ
て証明が求められるね」
　芽依は頷いた．
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「じゃあ，スロベニアの NFP に PIC（事前の合意）と
MAT（相互に合意する条件）が必要か，聞いてみましょ
う」
　悠翔が英文で下書きを作成し，芽依が言葉のトーンを
整えてから送信．だが，1 週間経っても返信はなかった．

「こうなると，相手国の研究者経由で動くしかないわね」
　芽依は日本の研究者 A に連絡し，スロベニア側の共
同研究者に事情を説明してもらうようメール文を作成し
て依頼．数日後，相手国の研究者が自大学の法務部門に
確認したが，やはり確たる答えは得られなかった．

「政府機関に直接聞いてもらいましょう．EU 法に基づ
く判断だから，大学レベルでは限界があるわ」

「そうだね」
　悠翔がそう言って連絡を重ね，ようやくスロベニア語
で書かれた NFP からの公式回答がメールで届いた．

「DeepL で翻訳・・・．よし・・・，保護されている野
生動植物ではなく，PIC や MAT は不要．今回の問い合
わせが Due diligence の証明になるって明記されてる」
　芽依はようやく笑みを浮かべた．

「これでスロベニア側の ABS 対応は完了ね．次は日本の
法律，植物防疫法よ」

　芽依は植物防疫所のウェブサイトにある申請手続きを
確認した．「土壌は輸入禁止品に指定されていて，乾燥
していても基本的に輸入は不可．でも，120°C 以上の高
圧滅菌か 500°C の乾熱処理をしたものなら，許可される
のだけど」

「今回 A 先生は DNA を抽出するから凍結乾燥したいと
言っていた．凍結乾燥では滅菌にならないよ．やっぱ，
輸入禁止品の輸入の線だね」
　輸入禁止品の輸入許可申請には研究の内容と動線を申
請書に詳細に書く必要がある．二人は研究者 A の研究
室を訪れ，詳しい説明を受けた．
　次の日，芽依が過去の申請書と研究者 A からの聞き
取りを参考にドラフトを整え，悠翔が研究者から得た情
報をもとに，採取場所や土壌の種類，数量，梱包方法，
保管場所などを表形式でまとめていく．

「悠翔，この梱包方法の記載，風袋も含めて重量を計算
しておいてね」

「わかってる．念のため，実測値よりちょっと多めに申
請しておくよ」

「すこしでもオーバーしていたら，廃棄されてしまうわ」
　植物防疫所に申請書を提出した数週間後，研究者 A
のもとでの現地調査の日程が決まった．芽依と悠翔は立

ち会った．
　検査官が訪れ，保管場所や研究室の滅菌設備を確認し，
申請内容と照合した．

「この重量で本当に間違いないですか？風袋も含めてで
すか？」

「はい，全部含めた数字です」悠翔は自信をもって答えた．

　9 月，研究者 A はスロベニアへ渡航し，現地で土壌を
採取．凍結乾燥処理後，梱包されたサンプルは EMS で
発送された．

「A 先生から連絡だ．追跡番号も確認済み．イエロータ
グ *3 はしっかり貼ってあるし，宛先は植物防疫所気付
けにしてるよ」
　10 月下旬，荷物は日本に到着し，無事に植物防疫所
の検査を通過．届けられた箱には「輸入通知書」が同封
されていた．

「これで輸入は完了ね．でも，まだ安心できないわ．今
回の研究では DNA の抽出とシーケンスも行う．抽出核
酸や PCR 産物も規制対象になるのよ」

「よし，外注先のシーケンス会社が検査済み施設か確認
してみる」
　悠翔が調査した結果，その会社はすでに植物防疫所に
登録済みの施設であることが確認された．

　11 月初旬，すべての手続きを終えたあと，日本の大
学の研究者から一通のメールが届いた．

「すべて順調に進みました．真弓先生，指谷さん，本当
にありがとうございました」
　芽依はメールを読みながら，そっと眼鏡を外し，目元
を押さえた．

「誰にも気づかれないような，小さな調整の積み重ね．
でも，研究者の夢や努力を支えているのは，こうした裏
方の作業なのよね」
　悠翔はうなずきながら，次のメールを開いていた．

「さて・・・，次は◎◎◎国からの△△△の件だってさ．
これはこれでややこしそうだな」
　芽依は再び背筋を伸ばし，書類の山を片付け始めた．
彼女と悠翔の “静かな実践記” は，まだまだ続いていく．

*1　ABS クリアリングハウス (ABSCH)：ABS（アクセ
スと利益配分）に関する情報を交換するためのウェブ上
の情報機関
*2　ナショナル・フォーカルポイント (NFP)：ABSCH
に掲載されている各国の政府連絡先
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*3　イエロータグ：輸入禁止品の「輸入許可証」のこと．
地色が黄色のため，俗称でこのように呼ばれることがあ
る
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

より詳細な情報については，こちらをご覧ください．
https://terayoshi-gyosei.com/download/absreport1.pdf

E-mail: terashima.yoshie@shizuoka.ac.jp（寺嶋芳江）
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部です．また，常時投稿記事を募集しております．ご
意見，ご不明の点などございましたら下記の編集委員
までご連絡下さい．
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副会長
服部　力（森林総合研究所）

理事
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日本菌学会ホームページ
http://www.mycology-jp.org/

　速報性の必要なイベント情報の掲載などは学会ホー
ムページ担当（secretary-general@mycology-jp.org）まで
お問い合わせ下さい．その他，学会運営等に関しては，
上記まで適宜お問い合わせ下さい．
　日本菌学会では，随時，会員を募集しております．
広い意味での菌類（地衣，粘菌なども含む）に興味を
お持ちの研究者ならびに愛好家の方など，どなたでも
ご入会いただけます．学会への入会方法は，ホームペー
ジをご覧下さい．また，賛助会員についても募集して
おります．

　今回から初めて日本菌学会のニュースレターを担当さ
せていただくことになりました．よろしくお願いします．
私は 10 年ほど前から福岡県を中心に菌類活動をしてい
ます．菌類の知識は少ないものの，野外散策では様々な
菌類を見つけてきました．これまで観察してきた菌類で
一番思い出深いのはHeterocephalum 属菌を見つけたこ
とです．初めて見つけたのは一年の中で木々の樹形が美
しく見える十二月．福岡ではこの時期枯葉の絨毯になっ
ていますが，その落ち葉の隙間にとても小さな籠状の子
実体を作ったHeterocephalum 属菌が見つかりました．
菌類を勉強し始めたときは，キクラゲが菌類であること
を初めて知り，また野外散策では芝生に生えているきの
こくらいしかわかりませんでしたが，今では「冬虫夏草
類」「地下生菌類」「菌食生昆虫」など様々な分野に興味
があり，現在でも時間があれば野外へ探しに行っていま
す．しかし，人生は何があるかわからないもので今年は
福岡を離れてお隣の山⼝県に拠点を移すことになりまし
た．私にとっては未開の土地ですが，新しい土地でどん
な菌類に出会えるのかとても楽しみです．

（編集委員　岩間杏美）

　はじめまして．このたび，菌学会ニュースレター編集
委員を務めさせていただくことになりました，森谷千
星（もりや　ちせ）と申します．今回は自己紹介という
ことで，カルチャーコレクションに就職して糸状菌の保
存を担当することになり，2 年前菌学会に入会させてい
ただきました．しかし，微生物との出会いは遙か昔の中
学生の頃に遡り，微生物は魔法使い？と思わせるような
本に出会ったのがはじまりです．特に複数の微生物の能
力を駆使した日本の酒や発酵食品は，微生物の存在が認
識される前から行われており，小さな生物の巨大な力と
先人の発想力に衝撃を受けたことを覚えています．その
感動とノリで酒造りの研究の道に進んでしまい，100 株
以上のSaccharomyces cerevisiae と試験醸造の許された
環境で，製麹，仕込に明け暮れる日々を過ごしておりま
した．S. cerevisiae １種の多様性を追求していた自分に
とって，多様な菌類の管理は美しいものから不気味なも
のまで見たことのない形態に驚かされ，さらに同じ条件
で同じ挙動を示さないツンデレ具合にも驚かされ・・・．
面倒くさい菌株ほど愛着が湧くようになってしまいまし
た．カルチャーコレクションの一員として，日本の菌類
研究の発展に少しでも貢献できるよう，精一杯努めてま
いります．どうぞよろしくお願いいたします．

（編集委員　森谷千星）
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